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五
月
に
オ
ー
期
分
と
し
て
納
め
て

も
ら
っ
た
保
険
税
額
は
、
前
年
度
の

税
額
を
も
と
に
し
て
‘
仮
に
課
税
さ

れ
た
も
の
で
す
が
、
七
月
で
皆
さ
ん

の
今
年
の
所
得
額
や
固
定
資
産
税
額

が
決
ま
っ
た
の
で
｀
》
J

れ
を
も
と
と

し
た
今
年
度
の
国
民
健
康
保
健
税
額

が
決
っ
た
。

そ
こ
で
今
度
決
定
し
た
一
年
分
の

税
額
か
ら
五
月
に
納
め
て
も
ら
っ
た

額
を
差
し
引
き
、
残
？
た
額
を
あ
と

＿
二
回
に
分
け
て
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。計
算
の
も
と
に
な
っ
た
数
字
は
八

月
の
オ
ニ
期
の
令
書
に
あ
り
ま
す
か

ら
よ
く
見
て
間
違
い
が
あ
る
と
思
う

人
は
九
月
二
十
日
迄
に
文
書
で
申
し

出
て
下
さ
い
。

〇
計
算
の
あ
ら
ま
し

1

国
民
保
健
税
の
決
め
方

り
町
全
体
の
一
年
分
の
税
顧
の

決
め
方
は
、
先
ず
年
間
徽
収

す
る
保
健
税
の
総
額
が
町
議

会
で
決
ま
b
ま
す
と
、
こ
の

額
の
百
分
の
三
五

U
所
得
割

百
分
の
二
五
り
固
定
資
産
税

制
．
百
分
の
二
五

n被
保
険
者
剖

（
四
月
一
日
現
在
）

百
分
の
一
五
り
世
帯
平
等
割

と
し
て
納
め
て
も
ら
う
こ
と

に
な

b

，
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i

肩
一
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今
年
度
の
保
険
税
総
額

所
得
額
に
割
り
掛
け
る
額

一
、
四
ー
ニ
、
九
五

0
円

資
産
税
に
割
り
掛
け
る
額

l

、

0
0九
、
二
五

0
円

被
保
険
者
均
等
剖

I

、
0
0
九
、
マ
1

五
0
円

批
帯
数
に
掛
け
る
額

六
0
五
、
五
五

0
円

計
四
、

0
三
七
鳴

0
0
0円

平
均
額

以
上
の
額
を
今
年
の
町
内
被

保
険
者
全
体
の
所
得
額
、
固

定
資
産
税
額
、
被
保
険
者
の

数
、
批
帯
数
で
割
る
と
、
平

均
額
は
所
得
金
額
（
本
年
度

の
町
民
税
の
対
象
と
な
っ
た

所
得
金
額
）
百
円
当
り
二

円
三
九
銭
固
定
資
産
税
額

百

円

当

り

二

0
円
四
五
銭

被
保
険
者
（
四
月
一
日
現
在

)

I

人

当

り

一

八

六

円

批
楷
数
割
一
批
帯
当

b

五

八
四
円

と
な
り
ま
す
。
こ
の
数
字
を

も
と
に
各
被
保
険
者
批
帯
の

所
得
額
｀
固
定
資
産
税
額
‘

被
保
険
者
数
を
乗
じ
た
合
計

額
に
批
帯
均
等
額
を
加
え
た

額
が
一
年
分
の
税
金
と
な

9

ま
す
。
こ
の
額
か
ら
五
月
に

オ
一
期
分
と
し
て
課
税
さ
れ

た
額
を
差
し
引
き
残
嘔

国

民

健

康

保

険

税

決

る
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真
夏
の
険
い
直
射
日
光
を
長
時
間

頭
部
等
に
受
け
た
ま
ま
で
い
た
時
等

に
お
き
る
病
気
で
す
°
此
の
日
射
病

を
予
防
す
る
に
は
、
直
射
日
光
を
直

接
浴
び
な
い
こ
と
で
、
此
の
た
め
に

は
つ
ば
の
広
い
風
通
し
の
良
い
麦
わ

ら
帽
子
を
着
用
す
る
事
が
効
果
的
で

又
直
射
日
光
に
長
時
間
曝
さ
れ
つ
づ

け
な
い
よ
う
に
時
々
涼
し
い
日
蔭
に

は
い
っ
て
休
む
こ
と
。

ま
た
皮
膚
を
あ
ま
り
露
出
し
て
い

る
こ
と
ほ
皮
膚
か
ら
の
発
汗
を
促
進

し
体
液
水
分
の
消
失
を
高
め
ま
す
。

同
じ
裸
体
で
い
つ
も
日
に
曝
さ
れ
て

い
る
場
合
と
日
蔭
に
入
嘔
て
い
る
場

合

と

で

は

失

る

水

分

は

大

変

な

ち
が
い
で

2
 

喜
二
期
（
八
月
）
以
降
―

i-
―
炎
天
下
の
労
働
で
ほ
と
き
ど
き
木
．

回
に
分
け
て
納
誓
i

ピ

且

霞

賃

，

名

徴

風

な

受

け

る

こ

と

が

な
9
ま

す

。

一

大

切

で

す

：

れ

に

は

恥

に

筋

囚

、

ク

｝

国
民
鑢
康
保
険
税
の
詞
定
に
つ
休
ま
吐
る
こ
と
以
上
の
意
味
が
あ
り

い

て

ま

す

。

直

射

日

光

の

下

で

ほ

皮

膚

の

医
療
費
の
値
上
り
ほ
昨
年
来
灼
熱
と
皮
膚
か
ら
の
発
汗
の
増
大
に

新
開
報
道
等
に
よ
り
御
承
知
の
士
っ
て
異
常
な
ま
で
に
水
分
と
塩
分
防
~

事
で
あ
り
、
実
際
病
院
等
窓
日
を
失
い
ま
す
。
炎
天
下
で
労
働
を
続

で
の
半
額
の
御
支
払
い
に
於
い
け
る
場
合
に
は
大
変
な
汗
の
量
で
汗

肖、1

て
も
お
判
り
の
事
と
思
い
ま
す
の
中
に
は

0
、
五
．
＾
ー
セ
ソ
ト
桓
の

が
、
国
が
示
し
た
値
上
り
率
ほ
食
塩
を
含
み
ま
す
の
で
汗
と
共
に
失

一
割
五
分
三
厘
の
処
｀
実
際
当
う
食
塩
の
消
失
も
か
な
り
の
量
に
達

役
場
が
支
払
っ
た
金
額
は
前
年
し
ま
す
。
長
時
間
の
労
働
で
は
何
リ
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
消
防
信
号
が
次
の
よ
う
に
変
り
ま
し
た
。

六
百
五
十
九
万
四
千
円
に
対
し
ッ
ト
ル
も
の
水
分
と
何
グ
ラ
ム
か
の

今
年
三
月
末
日
現
在
で
七
百
九
食
塩
が
同
時
に
失
わ
れ
ま
す
か
ら
、

7

十
三
万
七
千
円
で
あ
り
二
割

0

こ
う
い
う
条
件
の
下
で
は
食
塩
を

0
、

分

四

厘

の

増

額

で

す

。

五

パ

ー

セ

ソ

ト

位

含

ん

だ

水

分

を

ど

豆

盆

此
の
様
な
状
態
で
す
の
で
保
ん
ど
ん
補
い
乍
ら
作
業
す
る
事
が
大
一
叫

険
税
の
増
額
も
止
む
を
得
ず
本
切
で
す
。
（
食
塩
は
副
食
物
其
の
他

年
度
は
昨
年
度
に
比
し
総
体
で
の
方
法
に
よ
り
補
っ
て
も
結
こ
う
で
一
火

ー
割
五
分
の
増
額
と
な
っ
て
お
す
。
）
水
分
だ
け
を
補
っ
て
い
ま
す

i

と
血
中
の
塩
分
は
次
オ
に
不
足
し
て

低
塩
症
状
を
来
た
し
て
嘔
玲
悪
心
、
災

め
ま
い
等
を
来
た
し
血
圧
も
下
り
作

業
不
能
と
な
り
ま
す
。
も
っ
と
ひ
ど

い
時
は
意
識
障
害
昏
睡
け
い
れ
ん
さ

え
も
来
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
子
供
ゃ
老
人
、
肥
満
の
人
電
病
人
号

は
日
射
病
を
お
こ
し
や
す
い
の
で
夏

の
直
射
日
光
に
曝
さ
れ
る
こ
と
の
少

山

な
い
様
に
膜
っ
て
や
る
ぺ
き
で
す
。

ま
た
暑
さ
に
馴
れ
な
い
人
、
労
働
に
林

馴
れ
な
い
人
も
日
射
病
を
起
し
易
い
駅

の
で
徐
＊
に
な
ら
し
て
ゆ
く
訓
練
も
信号

必
要
と
な
り
、
；
睡
眠
不
足
ゃ
ァ
ル

n

災

1
ル
の
過
欽
等
の
不
擬
生
は
日
射
病

a4

を
起
こ
し
易
い
の
で
注
意
す
る
必
要
昏戟信

が
あ
り
ま
す
。

（
日
本
の
夏
で
は
炎
天
下
を
行
軍

す
る
だ
け
で
一
時
間
に
ー
リ
ッ
ト
ル
演

3

習召

桓
の
汗
を
か
く
と
云
わ
れ
て
い
ま
す

集信号

日

射

病

に

つ

い

（
税
諮
課
）

て

演
習
召
集
信
号

近
火
信
号

鹿
野
川
町
内

出
場
信
号

団
出
場
区
域
内

応
援
信
号

団
特
命
応
扱
出
湯
の
一

と
き
報
知
信
号

出
場
区
域
外
の
火
災

を
認
知
し
た
と
き

鎮

火

信

号

0
出
湯
信
号

団
出
場
区
域
内

0

応
援
信
号

団
特
命
応
援
出
場
の

と
き

火
災
警
報
発
令
信
号

火
災
警
報
解
除
信
号

種

消

0

0
よ
Y
人

Y
A

0
0
_人
Y
A
Y
b

o
o
o
b
 

o
o
o
b
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肱

川

町

土

地

改

良

区

ま

れ

昭
和
三
十
六
年
八
月
三
十
一
日
臨
時

部
落
長
会
を
開
い
て
、
当
時
の
部
落

長
の
方
々
へ
、
町
内
を
一
っ
と
し
た

土
地
改
良
区
結
成
を
柑
談
し
｀
賛
同

を
得
た
の
で
、
九
月
五
日
各
部
落
よ

り

選

ば

れ

た

代

表

者

六

立

準

淵

委

員

会

を

作

設

き

を

と

っ

て

い

た

処

生
た

十
一
日
設
立
認
可
を

区
域
は
肱
川
町
全

9

組

合

員

は

九

四

五

全

総
代
は
四
十
六
名

役

十

で

、

八

五
七
八
米

叫
八
八
米

家
）

ま

れ

る

肱
川
町
土
地
改
良

設
立
総
代
会
を
開
き
、

計
画
、
収
支
予
算
、
匹

い
、
こ
う
し
て
肱
川
町
土
地
改
良
区

が
た
ん
じ
ょ
う
し
た
。

こ
の
土
地
改
良
区
と
は
何
を
す
る

糾
台
か
と
言
う
と
、
読
ん
で
字
の
如

く
、
土
地
の
改
良
を
行
う
の
が
目
的

•
こ
0
f
 土
地
の
改
良
と
は
先
づ

開
田
、
開
畑
、
区
画
整
埋
等
の
股

抽
追
成
か
ら
、
股
道
の
改
良
、
新
設

索
道
の
架
設
、
水
路
の
改
修
、
新
設

等
の
耕
地
益
副
、
こ
れ
ら
農
地
や
、

農

等

を
土

地

改

艮

事

に

県
の
補
助
、
農
林
漁
莱
金
融

り

資

金

の

借

入

。

事
業
と
し
て
は

中
小
緻
農
道
の
改
良

日

道

の

は仕づだ決開れ呼 つ請で
｀事組い十定きた組が日上彩つに三やが上都上
先業にて三等‘四合あノ石地あよ十る主嵯の石
づをな事名を事＋のる平丸農るり八事な峨
はつ莱のや莱六運°器股道も目年に事谷
じてを埋りの名営 道道のの下度な莱朕
のめい進事‘計のは 新新新に測分つで道架の
意よるめが其画総各 設設設 量とて国の
見う°て事の‘代部 及しいの災設
をと 行業総収で落 ー 一 ぴてる補害
とす く計代支総よ 五七二 設地°助復ー四
りる と画が予代り 000  計元 ゃ旧七八
ま時 言に選算会選 000  をの 借 〇七
とに う基んのをば 米米米 し要 入 米米

登係 し土可にが谷 し、元計掛 額よいう なこのは五る利五借 やち手をせぅ県理もめ
録我名な地が基‘が以る利とけ 利 利にうるる返るの残県厘国子年る貸るに続作がなへ事らて
さ地称け改なづ土わ上°全なて 子 子 にのの済゜易り 0.) とのは閻事傘と着きりあ分申会う‘
れ面‘れ良けい地かで 部り出 三 六 計でだは 合に補な補普のがの言工を．冤れを請に°役
て槙所ば区れて改っ土 返‘た約分約分 算~毎が年 は対助る助逍年出惜う‘取災ばしすは係勘
い、在なはば作良て地 済こ答 五 五 さ年、一 利しが°が五賦来入順資りめ測らるかでに
る総地ら法作ら区も改 されが 0厘〇厘 れ同均回 子てあ事あ分払汀ま序金‘て拡せ゜つは居
°代藩な人るれはら良 れを一‘の‘の てじ等元 は八つ莱るでと三事に借認県をて県て資る
いで事‘‘っ区 る一年 0楊〇楊 い金償利 年削たに場‘な力莱な入可へ行くで‘
0 ヽが県土たの 事五間八合九合 る額遠合 六借楊対合利っ年費る手が事いれ採計
県出知地事大 に年の六 六 °をと計 分り合．しは子て据 0) ゜砒あ業‘る択固まで
へ来事改と体 な払元八 三 倍支なを 五らはて年にい誼八 きる認設゜出をと甲
なの良思の つう利． 入払っ返 犀れ、国三対る＊＇叫 等と可計知来ため出
認法う内 てと合 総うて済 とるそ又分す°十迄 a を直の書らそて‘て

゜~ ~ ~ • ~. ~ ~ ~ • ← 

員 用おな 救言言傾改を言ででしを態出伐かい弧構事如本上そもしで
を最しいらい済っう斜善向つももで連に米民る事は造は何ののの楽てあ接き股
招後‘てぺる方た小のの上た少高も搬しるのだに土改今に目収余に‘る関な業
介には生たい法行投土ねさ行くくへすてだ収るな地薔盛土的益っ‘少°係股協，
し肱げまがろでき家地らせきし売らるおけ入うっ改にん地でをて少しこの民同
川まれ‘取も方のにいよ方てりしのい多のとて良つに改あ上来しでのあ
町したこりあが多‘でうに‘,‘てにてく根忌いへい言良るげたでも組る

氷池を土‘土うとる敢い多あとよも生‘要‘の本うる使てはが°る労も便織事で同'
お地育地言めかも日すり言っう産生す肥収で゜のわもれ必股と力労利を業あ板'

田口野山田尾田田く改て改つもら手本ぎ‘うてけ原産る料益あなをね‘て要民い．で力に大をりの
， 昆て良たなで近でるせの燐を価物労やがるぜ見ば；といかにう‘を‘いや‘法 l

ほ区意くあなは設まが民増をを力収上田なてなのるとと事よ節少にる戯人
のしを味書る澁こ家い構生す少少を穫る畑らもら四股言っがり約し利団民で
い利にき°民うと急造活としし少物状を‘わな割莱うて根以しで用 kk !’’•ヽ；
〇
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